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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】組立及び解体が容易な収納棚を提供する。
【解決手段】前部棚１、後部棚２、及び前部棚と後部棚
との間に設けられ、物品を収納する多段のメッシュパネ
ル３を備え、前部棚と後部棚にメッシュパネルを支持す
る複数の支持部材４が均一で対称的に配置され、メッシ
ュパネルの幅は前部棚と後部棚の幅よりやや大きい。
【効果】組立及び解体が容易な収納棚は、前部棚と後部
棚にメッシュパネルを支持する複数の支持部材が均一で
対称的に配置され、使用時、メッシュパネルを前部棚と
後部棚の支持部材に直接配置し、収納棚を収納する必要
がある場合、メッシュパネルを支持部材から撤去すれば
よく、耐荷重性が高く、解体も組立も簡単であり、使い
やすく、且つ解体後の包装寸法が小さく、保管しやすい
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前部棚、後部棚、及び前部棚と後部棚との間に設けられ、物品を収納する多段のメッシ
ュパネルを備え、前記前部棚と後部棚にメッシュパネルを支持する複数の支持部材が均一
で対称的に配置され、前記メッシュパネルは前記支持部材に掛設され、前記前部棚と前記
後部棚を固定することを特徴とする組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項２】
　前記支持部材は、水平に設置される横棒と、横棒の両端に縦方向に設置され且つ横棒の
下方に位置するベンド部と、横棒の両端に設けられる接続部とを備え、横棒は前部棚と後
部棚の互いに近接する一側に設けられ、ベンド部は前部棚又は後部棚を構成する２本の支
持柱の互いに近接する一側に設けられ、横棒の幅がメッシュパネルの幅に適合し、横棒に
対するベンド部の高さがメッシュパネルの高さに適合することを特徴とする請求項１に記
載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項３】
　前記メッシュパネルは、横方向に設置される複数のＵ型線材と、縦方向に設置され且つ
前記Ｕ型線材を一体に接続する複数の補強リブと、を備えることを特徴とする請求項２に
記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項４】
　前記接続部と横棒との接続部がメッシュパネルの両端の最外側のＵ型線材と最外側の補
強リブとの接続部に係合され、前記最外側のＵ型線材の底部の両端が接続部とベンド部と
の接続部に係合されることを特徴とする請求項３に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項５】
　前記メッシュパネルの幅は前部棚と後部棚の幅よりもやや大きいことを特徴とする請求
項１に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項６】
　前記接続部と横棒との接続部に第１円弧状コーナー部が設けられ、前記第１円弧状コー
ナー部がメッシュパネルの両端の最外側のＵ型線材と最外側の補強リブとの接続部に配置
され、且つ最外側のＵ型線材の上端が第１円弧状コーナー部の内側に位置することを特徴
とする請求項２に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項７】
　前記第１円弧状コーナー部は弧状であり、且つ弧度が最外側のＵ型線材の外形に適合す
ることを特徴とする請求項６に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項８】
　前記接続部とベンド部との接続部に第２コーナー部が設けられ、最外側のＵ型線材の底
部の両端が前記第２コーナー部の内側に位置することを特徴とする請求項２に記載の組立
及び解体が容易な収納棚。
【請求項９】
　前記第２コーナー部は弧状であり、且つ弧度が最外側のＵ型線材の外形に適合すること
を特徴とする請求項８に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１０】
　前記前部棚と後部棚の両方は上部分と下部分を接続して形成され、前記下部分に結合部
が設けられ、前記結合部の外径が上部分の下端の内径に適合し、前記結合部に弾性柱が設
けられ、前記上部分の下端には弾性柱に適合する半貫通孔が設けられ、上部分が下部分に
接続される時、前記結合部が上部分の下端に挿入され、弾性柱が半貫通孔から突き出るこ
とを特徴とする請求項１に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１１】
　メッシュパネルに掛止される少なくとも１つのフックユニットをさらに備え、前記フッ
クユニットは支持線、及び支持線に均一に分布する複数のフックを備え、前記フックは間
隔をあけて設置される第１フック及び第２フックを含み、前記第１フックと第２フックは
ともに支持線に固定され、前記第１フックのテールには、互いに平行な第１接続線、第２
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接続線及び第３接続線が後方へ延伸し、前記第１接続線及び第３接続線が前記第２接続線
の上方に位置し、第２接続線に対する前記第１接続線及び第３接続線の高さが補強リブの
直径に適合し、前記第２接続線は第１接続線の端部から後方へ延伸し、且つ長さが隣接す
る２本の補強リブ間の距離に適合し、前記第３接続線は第２接続線の端部から第１接続線
へ延伸し、且つ長さが第２接続線の長さ未満であり、フックユニットがメッシュパネルに
接続される時、第１接続線と第２接続線との接続部がメッシュパネルの底部の最外側の補
強リブに配置され、第２接続線と第３接続線との接続部が最外側の補強リブと隣接する補
強リブに配置されることを特徴とする請求項１に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１２】
　前記第１接続線と第２接続線との接続部に第３コーナー部が設けられ、前記第２接続線
と第３接続線との結合部に第４コーナー部が設けられ、前記第３コーナー部と第４コーナ
ー部の弧度が補強リブの外形に適合することを特徴とする請求項１１に記載の組立及び解
体が容易な収納棚。
【請求項１３】
　前記前部棚と後部棚の同一側にスリーブが設けられ、前記支持線の長さが２つのスリー
ブの距離に適合し、支持線の両端には、軸とスリーブに適合する固定柱が下方へ延伸し、
フックユニットがメッシュパネルに接続される時、支持線の両端の固定柱がスリーブ内に
挿入されることを特徴とする請求項１１に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのメッシュパネルのＵ型線材の底部に遮蔽フランジが上方へ突起し
、前記遮蔽フランジの高さが前記支持部材の横棒の高さよりも高いことを特徴とする請求
項１１に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１５】
　他の物品を収納する少なくとも１つの布製バッグをさらに備え、前記布製バッグは最上
層のメッシュパネル内に設置され、且つ前記前部棚又は前記後部棚に近接することを特徴
とする請求項１に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１６】
　前記布製バッグは前記最上層のメッシュパネルに着脱可能に接続されることを特徴とす
る請求項１５に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１７】
　前記最上層のメッシュパネルの内部には、前記布製バッグが通過するための通路が設け
られ、前記通路の両側に、前記布製バッグを掛止するための少なくとも２つのフック部が
間隔をあけて設置されることを特徴とする請求項１６に記載の組立及び解体が容易な収納
棚。
【請求項１８】
　前記前部棚と前記後部棚の両方は上部分と下部分を回転可能に接続してなることを特徴
とする請求項１に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項１９】
　前記上部分は円形開口状であり、前記下部分は長方形開口状であり、前記上部分の開口
部が回転接続部によって前記下部分の開口部に接続され、前記上部分が前記下部分に対し
て回転することを特徴とする請求項１８に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【請求項２０】
　食器を収納する食器ケージ、及び包丁を収納する包丁立てをさらに備え、前記食器ケー
ジと前記包丁立てはそれぞれ前記前部棚と前記後部棚の両側に掛設されることを特徴とす
る請求項１９に記載の組立及び解体が容易な収納棚。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貨物を収納する多段収納棚に関し、特に、組立及び解体が容易な収納棚に関
する。
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【背景技術】
【０００２】
　貨物の回転中、収納棚に多段のメッシュパネルが設置されることで、より多くの貨物を
収納するだけでなく、省スペース化を図ることができるが、これらの収納棚は空いている
とき、嵩張り、保管するのに不便である。収納棚の保管を容易にするために、コンビネー
ション収納棚が市販されており、収納棚が空いているとき、収納棚の各部材を分解して収
納することができ、このように分解して収納できる収納棚は保管が容易である一方、使用
時に組立が面倒である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、従来技術の問題を解決するために、組立及び解体が容易な収納棚を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を実現するために、本発明の技術案は以下のとおりである。組立及び解体が容
易な収納棚であって、前部棚、後部棚、及び前部棚と後部棚との間に設けられ、物品を収
納する多段のメッシュパネルを備え、前部棚と後部棚にメッシュパネルを支持する複数の
支持部材が均一で対称的に配置され、メッシュパネルの幅は前部棚と後部棚の幅よりもや
や大きい。
【０００５】
　また、支持部材は、水平に設置される横棒と、横棒の両端に縦方向に設置され且つ横棒
の下方に位置するベンド部と、横棒の両端に設けられる接続部とを備え、横棒は前部棚と
後部棚の互いに近接する一側に設けられ、ベンド部は前部棚又は後部棚を構成する２本の
支持柱の互いに近接する一側に設けられ、横棒の幅がメッシュパネルの幅に適合し、横棒
に対するベンド部の高さがメッシュパネルの高さに適合する。
【０００６】
　また、メッシュパネルは、横方向に設置される複数のＵ型線材と、縦方向に設置され且
つすべてのＵ型線材を一体に接続する複数の補強リブと、を備えている。
【０００７】
　接続部と横棒との接続部がメッシュパネルの両端の最外側のＵ型線材と最外側の補強リ
ブとの接続部に係合され、最外側のＵ型線材の底部の両端が接続部とベンド部との接続部
に係合される。
【０００８】
　本発明の改良として、接続部と横棒との接続部に第１円弧状コーナー部が設けられ、第
１円弧状コーナー部はメッシュパネルの両端の最外側のＵ型線材と最外側の補強リブとの
接続部に配置され、且つ最外側のＵ型線材の上端が第１円弧状コーナー部の内側に位置す
る。
【０００９】
　本発明の改良として、第１円弧状コーナー部は弧状であり、且つ弧度が最外側のＵ型線
材の外形に適合する。
【００１０】
　本発明の改良として、接続部とベンド部との接続部に第２コーナー部が設けられ、最外
側のＵ型線材の底部の両端が第２コーナー部の内側に位置する。
【００１１】
　本発明の改良として、第２コーナー部は弧状であり、且つ弧度が最外側のＵ型線材の外
形に適合する。
【００１２】
　本発明の改良として、前部棚と後部棚の両方は上部分と下部分を接続して形成され、下
部分に結合部が設けられ、結合部の外径が上部分の下端の内径に適合し、結合部に弾性柱
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が設けられ、上部分の下端には弾性柱に適合する半貫通孔が設けられ、上部分が下部分に
接続される時、結合部が上部分の下端に挿入され、弾性柱が半貫通孔から突き出る。
【００１３】
　本発明の改良として、組立及び解体が容易な収納棚は、メッシュパネルに掛止される少
なくとも１つのフックユニットをさらに備え、フックユニットは支持線、及び支持線に均
一に分布する複数のフックを備え、フックは間隔をあけて設置される第１フック及び第２
フックを含み、第１フックと第２フックはともに支持線に固定され、第１フックのテール
には、互いに平行な第１接続線、第２接続線及び第３接続線が後方へ延伸し、第１接続線
及び第３接続線が第２接続線の上方に位置し、第２接続線に対する第１接続線及び第３接
続線の高さが補強リブの直径に適合し、第２接続線は第１接続線の端部から後方へ延伸し
、且つ長さが隣接する２本の補強リブ間の距離に適合し、第３接続線は第２接続線の端部
から第１接続線へ延伸し、且つ長さが第２接続線の長さ未満であり、フックユニットがメ
ッシュパネルに接続される時、第１接続線と第２接続線との接続部がメッシュパネルの底
部の最外側の補強リブに配置され、第２接続線と第３接続線との接続部が最外側の補強リ
ブと隣接する補強リブに配置される。
【００１４】
　本発明の改良として、第１接続線と第２接続線との接続部に第３コーナー部が設けられ
、第２接続線と第３接続線との結合部に第４コーナー部が設けられ、第３コーナー部と第
４コーナー部の弧度が補強リブの外形に適合する。
【００１５】
　本発明の改良として、前部棚と後部棚の同一側にスリーブが設けられ、支持線の長さが
２つのスリーブの距離に適合し、支持線の両端には、軸とスリーブに適合する固定柱が下
方へ延伸し、フックユニットがメッシュパネルに接続される時、支持線の両端の固定柱が
スリーブ内に挿入される。
【００１６】
　本発明の改良として、少なくとも１つのメッシュパネルのＵ型線材の底部に遮蔽フラン
ジが上方へ突起し、遮蔽フランジの高さが支持部材の横棒の高さよりも高い。
【００１７】
　本発明の別の改良として、他の物品を収納する少なくとも１つの布製バッグをさらに備
え、布製バッグは最上層のメッシュパネル内に設置され、且つ前部棚又は後部棚に近接す
る。
【００１８】
　本発明の別の改良として、布製バッグは最上層のメッシュパネルに着脱可能に接続され
る。
【００１９】
　本発明の別の改良として、最上層のメッシュパネルの内部には、布製バッグが通過する
ための通路が設けられ、通路の両側の補強リブに、布製バッグを掛止するための少なくと
も２つのフック部が間隔をあけて設置される。
【００２０】
　本発明の別の改良として、前部棚と後部棚との間に、トレイを収納するトレイラックが
さらに設置され、トレイラックはメッシュパネルの下方に設置される。
【００２１】
　本発明の別の改良として、前部棚と後部棚の両方は上部分と下部分を回転可能に接続し
てなる。
【００２２】
　本発明の別の改良として、上部分は円形開口状であり、下部分は長方形開口状であり、
上部分の開口部が回転接続部によって下部分の開口部に接続され、上部分が下部分に対し
て回転する。
【００２３】
　本発明の別の改良として、食器を収納する食器ケージ、及び包丁を収納する包丁立てを
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さらに備え、食器ケージと包丁立てはそれぞれ前部棚と後部棚の両側に掛設される。
【発明の効果】
【００２４】
　従来技術に比べて、本発明に係る組立及び解体が容易な収納棚は以下の利点を有する。
【００２５】
　１．本発明に係る組立及び解体が容易な収納棚は、前部棚と後部棚にメッシュパネルを
支持する複数の支持部材が均一で対称的に配置され、使用時、メッシュパネルを前部棚と
後部棚の支持部材に直接配置し、収納棚を収納する必要がある場合、メッシュパネルを支
持部材から撤去すればよく、耐荷重性が高く、解体も組立も簡単であり、使いやすく、且
つ解体後の包装寸法が小さく、保管しやすい。
【００２６】
　２．本発明に係る組立及び解体が容易な収納棚は、接続部と横棒との接続部がメッシュ
パネルを左右方向に制限するとともに、メッシュパネルを接続部と横棒との接続部に掛止
でき、前部棚及び後部棚の接続部とベンド部との接続部がメッシュパネルを前後方向に制
限するとともに、メッシュパネルを支持し、組立も解体も簡単であり、且つメッシュパネ
ルと前部棚及び後部棚との接続が強固である。
【００２７】
　３．本発明に係る組立及び解体が容易な収納棚は、前部棚と後部棚にメッシュパネルを
支持する複数の支持部材が均一で対称的に配置され、前部棚と後部棚との距離がメッシュ
パネルの長さに応じて調整可能であり、適用範囲が広く、汎用性が高い。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る組立及び解体が容易な収納棚の構造模式図である。
【図２】図１中の前部棚又は後部棚の上部分の構造模式図である。
【図３】図１中の前部棚又は後部棚の下部分の構造模式図である。
【図４】フックユニットを備える組立及び解体が容易な収納棚の構造模式図である。
【図５】図４中のフックユニットの構造模式図である。
【図６】図４中の遮蔽フランジを有するメッシュパネルの構造模式図である。
【図７】本発明の実施例２における布製バッグが１つである場合の斜視図である。
【図８】本発明の実施例２における布製バッグが２つである場合の斜視図である。
【図９】本発明の実施例３の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図面及び好適実施例を参照して本発明を更に説明する。
　実施例１
【００３０】
　図１～図５に示すように、組立及び解体が容易な収納棚は、前部棚１、後部棚２、及び
、前部棚１と後部棚２との間に設けられ、物品を収納する多段のメッシュパネル３を備え
る。前部棚１と後部棚２にメッシュパネル３を支持する複数の支持部材４が均一で対称的
に配置され、メッシュパネル３は支持部材４に掛設され、且つ前部棚１と後部棚２を固定
し、それにより収納棚の安定性をさらに向上させ、横揺れを軽減させ、メッシュパネル３
の幅が前部棚１と後部棚２の幅よりもやや大きい。支持部材４は、水平に設置される横棒
４１と、横棒４１の両端に縦方向に設置され且つ横棒４１の下方に位置するベンド部４２
と、横棒４１の両端に設けられる接続部４３とを備える。横棒４１とベンド部４２が前部
棚１と後部棚２に溶接され、横棒４１は前部棚１と後部棚２の互いに近接する一側に設け
られ、ベンド部４２は前部棚１又は後部棚２を構成する２本の支持柱の互いに近接する一
側に設けられ、横棒４１の幅がメッシュパネル３の幅に適合し、横棒４１に対するベンド
部４２の高さがメッシュパネル３の高さに適合する。メッシュパネル３は、横方向に設置
される複数のＵ型線材３１と、縦方向に設置され且つすべてのＵ型線材３１を一体に接続
する複数の補強リブ３２と、を備える。接続部４３と横棒４１との接続部がメッシュパネ
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ル３の両端の最外側のＵ型線材３１と最外側の補強リブ３２との接続部に係合され、最外
側のＵ型線材３１の底部の両端が接続部４３とベンド部４２との接続部に係合される。
【００３１】
　好適には、接続部４３と横棒４１との接続部に第１円弧状コーナー部４３１が設けられ
、第１円弧状コーナー部４３１は弧状であり、且つ弧度が最外側のＵ型線材３１の外形に
適合し、第１円弧状コーナー部４３１はメッシュパネル３の両端の最外側のＵ型線材３１
と最外側の補強リブ３２との接続部に配置され、且つ最外側のＵ型線材３１の上端が円弧
状コーナー部の内側に位置し、第１円弧状コーナー部４３１と最外側のＵ型線材３１との
接続点がメッシュパネル３に対する支持部材４の制限点となり、メッシュパネル３と支持
部材４との接続を安定させる。
【００３２】
　好適には、接続部４３とベンド部４２との接続部に第２コーナー部４３２が設けられ、
第２コーナー部４３２は弧状であり、且つ弧度が最外側のＵ型線材３１の外形に適合し、
最外側のＵ型線材３１の底部の両端が第２コーナー部４３２の内側に位置し、第２コーナ
ー部４３２と最外側のＵ型線材３１の底部との接続点がメッシュパネル３に対する支持部
材４の支持点となり、メッシュパネル３と支持部材４との接続を安定させる。
【００３３】
　好適には、前部棚１と後部棚２の両方は上部分１１と下部分１２を接続して形成され、
下部分１２の上端に結合部１２１が設けられ、結合部１２１の外径が上部分１１の下端の
内径に適合し、結合部１２１に弾性柱１２２が設けられ、弾性柱１２２は伸縮可能な弾性
柱１２２であり、上部分１１の下端には弾性柱１２２に適合する半貫通孔１１１が設けら
れ、上部分１１が下部分１２に接続される時、結合部１２１が上部分１１の下端に挿入さ
れ、弾性柱１２２が縮み込んだ後に半貫通孔１１１から突き出し、それにより収納棚の解
体後の構造をより小さくし、保管しやすくなり、それとともに、弾性柱１２２と半貫通孔
１１１との嵌合によって位置決め作用を有し、それにより前部棚１と後部棚２の上部分１
１と下部分１２を一体に組み立てた後、前部棚１と後部棚２の上部分１１と下部分１２の
支持部材４が互いに平行になる。
【００３４】
　組立及び解体が容易な収納棚は、メッシュパネル３に掛止される少なくとも１つのフッ
クユニット５をさらに備える。フックユニット５は支持線５１、及び支持線５１に均一に
分布する複数のフックを備える。フックは間隔をあけて設置される第１フック５２及び第
２フック５３を含み、第１フック５２と第２フック５３はともに支持線５１に固定され、
第１フック５２のテールには、互いに平行な第１接続線５２１、第２接続線５２２及び第
３接続線５２３が後方へ延伸し、第１接続線５２１及び第３接続線５２３が第２接続線５
２２の上方に位置し、第２接続線５２２に対する第１接続線５２１及び第３接続線５２３
の高さが補強リブ３２の直径に適合し、第２接続線５２２は第１接続線５２１の端部から
後方へ延伸し、且つ長さが隣接する２本の補強リブ３２間の距離に適合し、第３接続線５
２３は第２接続線５２２の端部から第１接続線５２１へ延伸し、且つ長さが第２接続線５
２２の長さ未満であり、フックユニットがメッシュパネル３に接続される時、第１接続線
５２１と第２接続線５２２との接続部がメッシュパネル３の底部の最外側の補強リブ３２
に配置され、第２接続線５２２と第３接続線５２３との接続部が最外側の補強リブ３２と
隣接する補強リブ３２に配置される。
【００３５】
　好適には、第１接続線５２１と第２接続線５２２との接続部に第３コーナー部５２４が
設けられ、第２接続線５２２と第３接続線５２３との結合部に第４コーナー部５２５が設
けられ、第３コーナー部５２４と第４コーナー部５２５の弧度が補強リブ３２の外形に適
合する。
【００３６】
　好適には、前部棚１と後部棚２の同一側にスリーブ１２３が設けられ、支持線５１の長
さが２つのスリーブ１２３の距離に適合し、支持線５１の両端には、軸とスリーブ１２３



(8) JP 2020-108783 A 2020.7.16

10

20

30

40

50

に適合する固定柱５１１が下方へ延伸し、フックユニット５がメッシュパネル３に接続さ
れる時、支持線５１の両端の固定柱５１１がスリーブ１２３内に挿入され、フックユニッ
ト５がメッシュパネル３、前部棚１、後部棚２に同時に接続されることで、使用中のフッ
クユニット５の揺れを回避できる。
【００３７】
　好適には、少なくとも１つのＵ型線材３１の底部に遮蔽フランジ３１１が上方へ突起し
、遮蔽フランジ３１１の高さが支持部材４の横棒４１の高さよりも高く、貨物を収納する
時、遮蔽フランジ３１１は貨物がメッシュパネル３の両端から落ちることを防止できる。
【００３８】
　本発明の組立及び解体原理について、収納棚を組み立てる必要がある場合、まず、底部
プラグ６１を前部棚１と後部棚２の底部に入れてキャスター６を収納棚に接続し、次に前
部棚１と後部棚２の下部分１２の上端の結合部１２１を前部棚１と後部棚２の上部分１１
の底部に接続し、弾性柱１２２を押圧して結合部１２１を上部分１１の底部に挿入し、そ
の後、弾性柱１２２を半貫通孔１１１から差し出させ、続いて、メッシュパネル３を前部
棚１と後部棚２の互いに対称の２つの支持部材４に装着し、支持部材４の第１円弧状コー
ナー部４３１をメッシュパネル３の両端の最外側のＵ型線材３１と最外側の補強リブ３２
との接続部に位置させ、且つ最外側のＵ型線材３１の上端を円弧状コーナー部の内側に位
置させ、最外側のＵ型線材３１の底部の両端を第２コーナー部４３２の内側に位置させ、
第１円弧状コーナー部４３１がメッシュパネル３を左右方向に制限し、第２コーナー部４
３２がメッシュパネル３を前後方向に制限するとともに、ベンド部４２と横棒４１がメッ
シュパネル３を上下方向に制限し、メッシュパネル３が前部棚１と後部棚２との間に強固
に取り付けられる。一方、収納棚を解体する必要がある場合、まず、メッシュパネル３を
前部棚１と後部棚２の対称の２つの支持部材４から撤去し、次に、弾性柱１２２を押圧し
て前部棚１と後部棚２の上部分と下部分を分離し、最終的に底部プラグ６１を下部分１２
から取り出してキャスター６を下部分１２から分離し、最終的に各部分を折り畳んで保管
し、フックユニット５を追加する必要がある場合、第１接続線５２１と第２接続線５２２
との接続部をメッシュパネル３の底部の最外側の補強リブ３２に位置させ、第２接続線５
２２と第３接続線５２３との接続部を最外側の補強リブ３２と隣接する補強リブ３２に位
置させ、固定柱５１１がスリーブ１２３内に挿入される。
　実施例２
【００３９】
　本発明の具体的な実施例として、実施例２をさらに提供し、実施例２と実施例１との相
違点について、図７に示すように、本実施例では、布製バッグ７がさらに設置され、布製
バッグ７は最上層のメッシュパネル８内に設置され、前部棚１又は後部棚２に近接し、且
つ最上層のメッシュパネル８と隣接する中層のメッシュパネル９を貫通し、この場合、最
上層のメッシュパネル８と中層のメッシュパネル９の両方は適宜変更する必要があり、他
の位置におけるメッシュパネル３は実施例１のメッシュパネル３と構造が同じである。具
体的には、最上層のメッシュパネル８の内部に、布製バッグ７が通過するための通路８１
が設置され、通路８１は補強リブ３２と、遮蔽フランジ３１１を有するＵ型線材３１とか
らなり、且つ通路８１の両側の補強リブ３２に、布製バッグ７を掛止するための少なくと
も２つのフック部３２１が間隔をあけて設置され、最上層のメッシュパネル８と隣接する
中層のメッシュパネル９はフック部３２１の構造を撤去し、フック部３２１の構造を撤去
すること以外、中層のメッシュパネル９の他の構造は最上層のメッシュパネル８の構造と
同じであり、布製バッグ７が設置されることで、より多くの種類の物品をよりよく収納で
き、且つ布製バッグ７がフック部３２１によって着脱可能に接続され、布製バッグ７が不
要な又は布製バッグ７を交換する場合にさらに便利になり、直接取り外して交換すればよ
い。
【００４０】
　図８に示すように、本実施例では、最上層のメッシュパネル８は最上層のメッシュパネ
ル８内のＵ型線材３１を撤去し、フック部３２１を追加配置することで、布製バッグ７を
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のＵ型線材３１を撤去し、最上層のメッシュパネル８の両端のみに遮蔽フランジ３１１を
有するＵ型線材３１を設置し、更に、最上層のメッシュパネル８は遮蔽フランジ３１１を
有する２つのＵ型線材３１及び２つの補強リブ３２からなって長方形通路を形成し、且つ
補強リブ３２に少なくとも４つのフック部３２１が間隔をあけて設置され、このようにし
て最上層のメッシュパネル８の内部に２つの布製バッグ７を同時に設置することができ、
布製バッグ７の数は具体的には必要に応じて柔軟に設定でき、フック部３２１を追加配置
すればよく、本実施例では、他の構造は実施例１と同じであり、同一構造についての重複
する説明を省略する。
　実施例３
【００４１】
　本発明の具体的な実施例として、実施例３をさらに提供し、実施例３と実施例１との相
違点について、図９に示すように、本実施例では、前部棚１と後部棚２の両方は結合部１
２１、弾性柱１２２及び半貫通孔１１１を撤去し、前部棚１と後部棚２の上部分１１と下
部分１２は実施例１における着脱可能な接続から回転可能な接続になり、具体的に、本実
施例では、上部分１１は円形開口状であり、下部分１２は長方形開口状であり、且つ上部
分１１の開口部が回転接続部１０によって下部分１２の開口部に接続され、上部分１１が
下部分１２に対して回転する。このように、使用しない時、簡単に折り畳んで収納するこ
とができ、折畳み収納後、占有スペースが小さい。更に、下部分１２の底部に滑り止めパ
ッドがさらに設置され、上部分１１と下部分１２の両方に支持部材４が設置され、前部棚
１と後部棚２の上部分１１の間の支持部材４にメッシュパネル３が掛止され、また、メッ
シュパネル３のかわりに、食器棚が設置されてもよく、且つ前部棚１と後部棚２の両側に
それぞれ食器ケージ１３と包丁立て１４が掛設され、前部棚１と後部棚２の下部分の間の
支持部材４にトレイラック１５が掛設され、それにより厨房において皿、食器、トレイ及
び包丁を収納することに用いられ、実用性を大幅に向上させ、本実施例では、支持部材４
とメッシュパネル３は実施例１と同じであり、具体的な構造についての重複する説明を省
略する。
【００４２】
　以上、本発明の好適実施例を説明したが、本発明を限定するものではなく、本発明の精
神及び原則を逸脱せずに行われる変更、同等置換や改良等はすべて本発明の保護範囲に属
する。
【符号の説明】
【００４３】
　１　前部棚、１１　上部分、１１１　半貫通孔、１２　下部分、１２１　結合部、１２
２　弾性柱、１２３　スリーブ、１３　食器ケージ、１４　包丁立て、１５　トレイラッ
ク、２　後部棚、３　メッシュパネル、３１　Ｕ型線材、３１１　遮蔽フランジ、３２　
補強リブ、３２１　フック部、４　支持部材、４１　横棒、４２　ベンド部、４３　接続
部、４３１　第１円弧状コーナー部、４３２　第２コーナー部、５　フックユニット、５
１　支持線、５１１　固定柱、５２　第１フック、５２１　第１接続線、５２２　第２接
続線、５２３　第３接続線、５２４　第３コーナー部、５２５　第４コーナー部、５３　
第２フック、６　キャスター、６１　底部プラグ、７　布製バッグ、８　最上層のメッシ
ュパネル、８１　通路、９　中層のメッシュパネル、１０　回転接続部。
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